
   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

編集・発行 

福島県いわき農林事務所 農業振興普及部 

住 所 〒970-8026 いわき市平字梅本 15 番地 

 農業振興課   （0246）24-6160   

 地域農業推進課 （0246）24-6161   

 経営支援課     （0246）24-6162   

 （0246）24-6196 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた農業者への支援策 

国、県では新型コロナウイルス感染症の影響を受けている農業者に対し、様々な支援策を

講じていますが、主なものを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県 
農林企画課 

農林水産省 

いわき 
農林事務所 

詳細は以下を 

御覧ください 

いわき 
市役所 

【持続化給付金】

給付対象者

給付の要件

給付額 法人：200万円以内　個人事業者等：100万円以内

新型コロナ感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、事業の継続を下支えし、再起の糧としての事業
全般に広く使える給付金を支給

・農林水産業、食品関連事業を含めた個人事業者や法人
・農事組合法人、協同組合などの会社以外の法人
・2020年１月以降、新型コロナウイルスの影響により、事業収入が大きく減少している事業者
　※税務申告をした農業者

新型コロナウィルス感染症拡大の影響等により、
今年のいずれかの月の事業収入が、申告した年間事業収入を12で割った額（平均月収）の50％以下
であること

資金名

貸付対象

資金使途

借入限度額

金利

償還期間（据置）

担保・保証

融資機関

１，２００万円
（特認）
　簿記記帳を行っている場合
　年間経営費等の１２分の１２
　または粗収益の１２分の１２
　に相当する額のいずれか
　低い額

【主な農業者向け金融支援】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、経営の維持安定が困難な農業者を対象とした金融支援策を講じています。

農林漁業セーフティネット資金 スーパーＬ資金 農業近代化資金

認定農業者
主業農業者※
認定新規就農者
※農業所得が過半数を占めること

認定農業者

認定農業者
主業農業者※
認定新規就農者
集落営農組織　など
※農業所得が過半数を占めること

長期運転資金
施設資金
長期運転資金
（負債整理含む）

施設資金
長期運転資金

個人：３億円
（複数部門経営等は６億円）以内

個人：１，８００万円

法人：１０億円
（民間金融機関との協調融資の
状況に応じ30億円）以内

法人・団体：２億円
（農業参入法人は１億５千万円）

（株）日本政策金融公庫
農協　信連　農林中央金庫　銀行
信用金庫　信用組合

当初５年間は、実質無利子

１５年以内(３年以内) ２５年以内(１０年以内)
資金使途に応じて、７～２０年以内
（２～７年以内）

実質無担保
実質無担保（農業信用基金協会の
保証を利用する場合）
当初５年間は保証料免除



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県オリジナル水稲品種「福、笑い」で県産米のブランド化を目指そう！ 

本県オリジナル水稲新品種「福、笑い」（福島

40 号）は、食味評価はコシヒカリ並の良食味、

粒が大きく柔らかい炊きあがりが特徴であり、

高価格帯の米を扱う百貨店等や高級米を常に購

入する消費者からの高い評価を得ています。今

後、本県産米全体のイメージと価格をけん引す

るトップブランド品種として、生産量限定での

販売、栽培基準の作成と生産者登録制等による

高品質・良食味で均質な生産の推進を図ってい

きます。 

今年度は令和３年度以降の本格栽培開始を目

指した先行栽培として、生育や収量、食味・品質

基準の達成状況等を検証するため、いわき市内

でも１箇所、実証試験栽培を開始しました。今後

の本県産米のトップブランド米として大事に育

てていきましょう！ 

 

「りんどう」が今年も開花！ 今年からは小川町と四倉町も出荷へ！！ 

いわき地域では、平成２８年度に川前町の生産者５戸により生産部会

が組織され、高品質なりんどう生産に向けて栽培が行われています。 

令和元年度には、新たに平坦地域の小川町・四倉町の生産者各１戸

が生産部会に加入し、りんどうの栽培を開始しました。 

令和２年７月、栽培開始から１年の栽培管理を経て、小川町と四倉

町でりんどうが初出荷を迎えました！ 生産部会のりんどうは、８月

のお盆から９月の彼岸を中心に出荷されます。 

青紫色が鮮やかなりんどうを栽培してみませんか？ りんどう栽培

に興味のある方は農業振興普及部までぜひご相談ください。 

 

三和地区でピーマン栽培が始まりました！ 

本年度より、三和地区において、中山間地域の園芸

振興を目的としたピーマンの試験栽培が生産者 8 名の

もと始まりました。 

ピーマンは、高齢の方でも肉体的負担がなく栽培で

きる軽量品目であり、中山間地特有の夏期の冷涼な気

象条件を生かすことで、高温障害によるロスを減ら

し、高収益が見込めることから選定されました。 

生産者は初めてのピーマン栽培ということで、お互いの生育状況を確認し合い、意欲的

に栽培指導会に参加するなど、精一杯栽培に取り組んでいます。 

農業振興普及部としましても、中山間地域のおけるモデル的な取組となるよう、安定出

荷のための技術支援や仲間作りを支援していきます。 

 

出典：福島県農業総合センター 

出典：福島県農業総合センター 

福、笑い 

福、笑い コシヒカリ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農作業安全に取り組みましょう！ 

秋の収穫シーズンを迎えましたが、近年のいわき市では残暑が続く傾向にあります。今年の

熱中症による救急搬送者数は６月時点で昨年度の 1.5 倍も多く、「新しい生活様式」により、

喉の渇きを感じにくく、体に熱気がこもりやすい傾向にあります。 

毎日の健康管理はもちろん、作業中はこまめな水分補給・休憩に心がけ、家族や地域一丸と

なって農作業安全に取り組みましょう！ 
 

【農作業安全のポイント】 

１．体調を整え、機械を使用する前には点検・安全確認を行う 

２．喉が渇いてなくともこまめに水分補給・休憩を行う 

３．家族や近所の方に行き先を伝え、非常時に備えて携帯電話を必ず持つ 

 

イノシシ対策は、まず生態を知ることから！ 

イノシシ対策を効果的に行うには、まずはイノシシとはどのような生き物なのかを知る必

要があります。 
 

〇食性 タケノコ､葛の根､ミミズなど様々なものを食べます。放任果樹から落ちた果実や生

ごみなど人間が食べないものもイノシシにとっては容易に手に入るごちそうです。 

〇繁殖 一回に 4～５頭出産するなどほ乳類の中では多産です。エサが豊富にある環境では

生き残る幼獣が多くなり、イノシシが増えやすくなります。 

〇行動 基本的にエサを探しながら移動していますが、畑や竹林、ゴミ捨て場などエサが豊

富にある場所を学習するとそこを餌場と認識し、頻繁に出没するようになります。 
 

集落の近くにエサとなるものがたくさんあると、イノシシが居つくだけではなく、生き延

びる幼獣が多くなるため、数も増えやすくなります。そのため、まずは放任果樹の伐採や生

ごみを外に置かないなど、イノシシに集落を餌場として認識させないことが重要です。 

 

いわき地方のＧＡＰの取組が広がっています！ 

福島県は、ＧＡＰ日本一を目

指し、ＧＡＰ認証取得を推進し

ています。 

いわき地方では、令和２年３

月末時点で、第三者認証ＧＡＰ

(ＡＳＩＡＧＡＰ、ＪＧＡＰ)が

１８件、ＦＧＡＰが１０件の計

２８件の経営体／品目がＧＡＰ

を取得しています。 

農業振興普及部では、令和２

年度目標である合計４０件のＧ

ＡＰ取得に向けた認証取得支援

を引き続き行うとともに、新た

にＧＡＰ農産物供給マップを作 

成し、認証農産物の消費拡大を図っていきます。 

ＧＡＰ取得に挑戦してみたい方は、農業振興普及部までご相談ください！ 

 

いわき地方ＧＡＰ農産物供給マップ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「たい肥供給者リスト」から 

お好みのたい肥を選んで有効活用 

 いわき市内たい肥供給者リストは、27

件のたい肥が畜種、地域、連絡先、運搬条

件、成分値等が掲載されており、毎年更新

しています。各支所や JA 営農経済センタ

ー等に配置されており、目的にあったたい

肥を選んで利用しましょう。 

たい肥の利用については、お気軽にお問

い合わせください。 

 
第 1 回いわき農業普及推進懇談会 

を開催しました 

いわき農業普及懇談会は、農産物流通や

財務等に精通した普及推進協力員や農業者

団体・関係機関の代表が構成員になってい

ます。 

構成員の皆様に活動計画や取組状況を説

明し、それぞれのお立場からご意見やご助

言をいただきました。懇談会でのご提案を

普及活動にいかしてまいります。 

 

いわき市産のこれらの品目には出荷制限がかかっています！ 

農林水産物を収穫・販売・譲渡する際は、

出荷制限品目になっていないか必ず確認しま

しょう。 

現在のいわき市産の出荷制限品目等は表の

とおりです。 

また、販売する際は、「名称」「原産地（市

町村名）」を必ず表示して、出荷制限品目でな

いことがわかるようにしましょう。商品一つ

一つに表示できない場合は、直売所の店先等

にまとめて掲示しても OK です。 
 

いわき農林事務所では、春は山菜類、秋は

きのこ類を中心に、直売所等で出荷制限品目

が間違って販売されていないか訪問調査（出

荷管理状況調査）を行っています。 

引き続きご協力をお願いします。 

 

品目 制限

野生きのこ 出荷制限・摂取制限

原木なめこ（露地） 出荷制限

たけのこ 出荷制限

こしあぶら 出荷制限

ぜんまい 出荷制限

わらび（野生） 出荷制限

たらのめ（野生） 出荷制限

さんしょう（野生） 出荷自粛（県）

名　称 ふき

原産地 いわき市産

いわき市産の出荷制限品目等 

販売時の表示例 

令和2年産米より、全量全袋検査からモニタリング検査(抽出検査)に変わります！ 

福島県では、令和 2 年産米より、避難指示等のあった一部地域を除いてモニタリング検査

に移行します。 

いわき市内産の米（食用として出荷・販売される米で飼料用米を除く）においても、旧市

町村ごと（37 旧市町村）に 3 点のモニタリングを実施し、基準値の超過がなければ、旧市町

村ごとに出荷・販売が可能になります。それまでは、出荷・販売（無償譲渡を含む）を自粛

くださるようお願いします。 

ご自分の水田がある地域が出荷・販売可能かどうかの確認方法については、別途お知らせ

します。 

 

 

いわき農林水産ニュース毎月情報発信中です！ 

毎月下旬発行の「いわき農林水産ニュース」では、いわき地方の農林水産業に関する取組

や行事予定等を発信しています！ ぜひ御覧ください！ 

 

 

 


